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先端センサ技術を活用した新しい農業の事業化

EIIRIS：澤田教授の技術を活用

平成31年1月14日 NHK東海・東海北陸地区ローカルニュース
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競争する強い農業と守られるべき農業

消費を支える
持続可能な農業生産

経済活動として競争に
さらされる農業生産か?

競争する強い農業
・社会ニーズに合った生産

守られるべき農業
・国土保全（景観・文化）

大規模化・自動化

AI [スマート]
生産・流通

環境制御・植物工場
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5〜10年後の施設生産の姿

資源・情報の
地域共有

地域限定
CO2供給パイプライン

スマート・メガスケール ストロング・ミニマム

国際競争力を持つ
世界標準の大量生産

国内の多様なニーズに
応えられる持続可能な生産

地域限定農道用低速
自動・無人運転車両

細霧

マイルドな環境
＋(⾼CO2×適切湿度)

CO2施⽤ 飽差制御

CO2発⽣装置
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日本版ミニCO2供給パイプライン

大型タンク(CE)供給

9〜48.5 ton

施工費用 10,000円/ｍ

→10kmでも1億円
※配管材料・施工費用のみ大型タンクを地域の供給拠点に

連続
供給

ミニパイプライン化

C50の場合、200kg/h・5h/dayで

50haをカバー＝50a×100件
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CO2供給による光合成促進・増収

糖

光CO2

分配
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年間収穫量の増大

❖ 通常：15ｰ20t/10a
❖ 達人：40t (〜50t) /10a

従来の

３ｰ５倍！
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スマートアグリテック特区

採れたて
野菜自動直送

AI-スマートフードバレー

レストラン・道の駅

※2: 知の拠点あいち重点研究プロジェクトⅢ期
「農業ビッグデータ活用によるロボティックグリーンハウスの
実現」（三浦純, 豊技大）

交通量の少ない農道を低速※1で走行する自動運転車両
農作業者(外国人含む)・資材(肥料、農薬 etc)・収穫物(廃
棄物も別送可) ※1:農業用途は低速で十分、

自動運転
トラクター

農道用低速
自動・無人運転車両

植物工場

AI-スマートアグリテック

植物診断
ロボット※2,3

※3: 人工知能未来農業創造プロジェクト(農水省)
「AIを活用した栽培・労務管理の最適化技術の開発」
（高山弘太郎, 豊技大・愛媛大）

ロボティック
グリーンハウス※2

5G

AI-スマートトランスポート

外国人材

作業者(地域共有)

収穫物
→集荷場・レストラン

生産資材(肥料・
CO2ボンベ etc.)

地域における人・物の効率的移動

AI※2,3
環境制御(対応)型高効率食料生産

ドローンで農作
業状況確認

都市の健康的で
豊かな食生活

AI-スマートシティ基盤

世界をリードするアグリテック技術開発を
支援する大規模な規制緩和

重大事故発生リスク
が極めて小さい

ストロング・ミニマム※4

※4: 小・中規模であって高い生産
性を有する愛知型太陽光植物工場

AI地域農業を支える高度生産基盤

H2O & CO2

作業ロボット

CO2供給パイプライン

用水の高度活用

豊橋技術科学大学 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ先端融合研究所 教授 高山弘太郎

スマート・メガスケール
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Society5.0対応型の植物生産

家庭用植物栽培キット

環境計測が可能

生体情報

環境情報

サイバー栽培空間

フィジカル栽培空間

植物生育
モデル/シミュレータ

最適栽培レシピ
強化学習のためのノイズを含む

一般家庭
高いUXを
提供するUI

インターネット

インターネット

一般家庭に導入されつつある小型植物栽培
キットをIoT化し、取得された植物生体情報と
栽培環境情報で構成されるビッグデータをAI等
で解析して最適栽培レシピを創出する。これに
より、省資源型(高いエネルギー・水利用効率)
の農作物生産を消費者サイトで実現する。

研究開発体制

葉菜類を対象とした
生体情報計測

根域診断
センサシステム

小型植物栽培キット
（一部外注）

光合成・蒸散・植物量・
生育モデル

イオンイメージングセンサ

フィジカル空間デジタル
データ処理基盤

植物生体情報活用
プラットフォーム

UI・データ解析・シミュレー
ション・栽培管理レシピ

栽培管理レシピ
生体・環境情報
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植物を知る使うための計測

≫ 植物を効率的に産業に使う

植物生体計測による篤農家の暗黙知を凌駕する形式知の構築
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人間の目では見つけられない病虫害の診断
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光合成蒸散リアルタイムモニタリングによる栽培管理の改善例

① 飽差（乾燥）の急激な増大② 気孔閉鎖

③ 光合成低下

Time Time

[対策]飽差の急激な増大を回避するために､細霧発生装置を
用いた加湿や遮光カーテンを用いた入射太陽光の低減

光合成速度

総ｺﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ

蒸散速度

飽差

CO2 H2O

気孔
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植物生体情報基盤 PLANT DATA

IoT情報処理システム計測結果入力アプリ

その他情報

システム

情報収集連携システム

共通データ処理システム (データクレンジング, データ変換)

時系列データベース

共通アカウント管理システム

API連携システム

カスタム可能なUI・ダッシュボード AI (分析解析) データ活用コンサル

その他連携システム
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AIにより創出される仕事と消滅する仕事／次代の農業

2011年に小学校に入学した子ども達の65％は、
大学卒業後(高度な知識と教養を身に付けた場合)、

今は存在していない職業につく ※ｱﾒﾘｶの場合，ｷｬｼｰ･ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞｿﾝ氏

現在の仕事の47％は自動化されて、無くなる
※ｱﾒﾘｶの場合，ﾏｲｹﾙ･A･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ氏

植物生育ﾃﾞｰﾀｱﾅﾘｽﾄ

❖東京に居ながら
❖世界中の植物診断ﾛﾎﾞｯﾄか
ら送られてくる

❖植物生育ﾃﾞｰﾀを解析して
❖栽培管理を遠隔指示
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(%) • 日本は自動化リスク低い。
特に卸売・小売業。

• 学び続ける力。

• 創造力やコミュニケー
ション能力が必要な仕事
は自動化リスクが低い。

AI活用により私たちの仕
事はどのように変わる
か？
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